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　　　　　　　　　　　　　　　                                        　京都市立待鳳小学校
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                                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　校　長　瀬川　葉子
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平成２９年度　

前期末アンケート結果のお知らせ

　冷たい風に吹かれて木々の葉が舞い落ちる季節となってまいりました。今年度も，後期がスタートして約一ヶ月が過ぎようとしています。後期も，学習発表会など児童が楽しみにしている取組が多くあります。
　さて，前期末にアンケート調査を行いましたところ，多数のご回答をいただきました。お忙しい中，ご協力ありがとうございました。このアンケートでは，一昨年度から，「（自分が）○○していますか」というように，自分がどうであったかを問う質問に答えていただき，児童・教職員・保護者それぞれが自分自身を振り返ることをねらった調査にしております。アンケート結果から，今後の待鳳小学校の児童をよりよく育てていくものにしてまいります。

また，学校運営協議会を開催し，前期の取組とアンケート結果を報告し，ご意見をいただきながら今後の取組に生かしていきたいと考えております。

【学校アンケート結果より】
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○友達を大切にする

「よく出来ている」「大体出来ている」を合わせて「出来ている」というプラス評価として見ると，児童自身は，「友達をいじめたり仲間はずれをしたりせず，友達と仲良くできている。」97.6％と高い自己評価でした。共通項目で，教職員の「出来ている」の結果では，「いじめや仲間はずれを見逃さず，一人一人の子どもを大切にした学級づくり，学年経営ができている。」100％，保護者の方も，「ご家庭では，いじめや仲間はずれは絶対にいけないことであり，友達を大切にし，誰とでも仲良くするように声かけができている。」95.7％という結果でした。いじめや仲間はずれなど，友達を大切にしない行為については，児童自身も，保護者も，教職員も，強く否定する意識をもっていることがわかりました。どんな時でも，誰に対してでも人を大切に思える児童を育て，学校では，「いじめや仲間はずれ見逃し０（ゼロ）」を目指し取り組んでいきます。
○規範意識
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児童は，「チャイムの合図や遊びのきまりなど，学級や学校のきまりを守った生活ができている。」96.5％，保護者の方は，「交通ルールや社会のきまりやマナーを守るなど，ご家庭で，子どもの模範となることができている。」96.8％，教職員は「教職員自らが時間を守って行動するなど，日頃からきまりや約束を守ることの大切さを伝えることができている。」100％という高い結果でした。学校では，なぜそのきまりがあるのかを児童と共に考え，さらにみんなが安心して過ごせる学校を目指します。 
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○基本的な生活習慣

児童は「自分から『おはようございます』『こんにちは』『さようなら』『ありがとう』『お願いします』などのあいさつができている。」94.5％という自己評価でした。保護者の方は「ご家庭では，進んで挨拶をするように子どもに声かけをしたり，家族の間で，しっかりと挨拶が交わされたりしている。」93.3％，教職員は「子どもがしっかり挨拶ができるように指導したり，自分から子どもに挨拶をしたりしている。」100％という評価でした。
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　しかし，早寝早起きについての質問に対しては，児童75.9％，保護者75.6％，教職員78.5％が「出来ている」というやや低い結果でした。
また，お手伝いの項目では，児童の「家の人と決めたお手伝いや，自分から進んで考えたお手伝いをしている。」24.4％，教職員の「お手伝いの大切さを知らせ，毎日，進んでお手伝いをするように指導や働きかけをしている。」28.6％，保護者の「ご家庭では，決められたお手伝いや，子どもが考えたお手伝いを，毎日，子どもにさせている。」48.4％が「出来ている」という低い結果でした。児童の生活が忙しくなり，お手伝いをする時間がないという意見もありますが，生きる力の一つとして，また，家族を構成する一人として家庭での役割を意識することが必要です。

○学習面

学習では，児童の「学校の勉強は分かりやすく楽しい。」90.6％，教職員の「しっかりと教材研究を行い，分かりやすく楽しい授業づくりを進めている。」92.9％，保護者の「ご家庭では，参観日や担任からの連絡などで，子どもの学習理解の状況を知り，励ましやアドバイスをすることができている。」87.6％という高い評価でした。学校では，すべての児童が「分かりやすく楽しい」と感じられるような学習を目指して取り組んでいきます。

○読書

児童・教職員・保護者で「出来ている」が低かったのが読書でした。学校では，読書指導を行い，教職員の「読書の楽しさを伝えたり，意図的に読書の時間を設けたりするなど，読書に親しむような指導を進めている。」は84.6％でしたが，児童のアンケート結果では「学校や家で，たくさん本を読んでいる。」が71.6％，保護者の「ご家庭では，子どもと一緒に読書したり，図書館へ行ったりするなど，子どもが読書を楽しむ環境づくりに協力している。」が43.3％でした。

家でも学校でもとても熱心に読書をしている児童と，他のことが忙しく読書する習慣がまだ身に付いていない児童がいます。学校では，読書指導だけでなく，調べ学習など図書を利用する指導を積極的に行い，児童がより本にふれる機会をつくっていきます。

今回，友達と仲良くする，きまりを守る，挨拶するなど，大人が常に児童に働きかけていることについては，児童の回答もよい結果でしたが，お手伝いや読書など，大人からの働きかけが弱いところは，「出来ていない」という結果が多く見られました。
待鳳小学校の児童を，学校だけでなく，家庭も地域も，共通の目指す姿をもって育てていきたいと考えています。今後とも，待鳳小学校の教育活動にご支援ご協力いただきますようよろしくお願い致します。
　
待鳳だより
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